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大学院シラバスの指定科目単位認定申請手順 
   
2022年度より、オンライン申請に変更し、申請書類の様式も変更になりました。 

下記説明をお読みの上、機構ウェブサイトより申請してください。 

 
旧制度によるシラバス認定は、2019年度をもって終了しました。 
過去に旧制度で認定された科目と同じシラバスの科目を2026年度に申請する場合は、現行制度の

認定基準を用いて審査をし直します。 
 
 
１）シラバスの指定科目単位認定申請は、授業担当教員から個別に提出されたものは受付でき

ません。大学院研究科で取りまとめ、機構ウェブサイトより申請してください。 
 
２）新しく申請される科目、または単位認定済みの科目であっても申請される年度のシラバスにお

いて様式2～6に記載の内容（研究科名、科目名、担当者、単位数、シラバスの授業回と文言）

が変更になる場合は【新規申請科目】としてご申請ください。上記内容に変更無く、単位認定

済みの科目を認定年度をかえて申請する場合は、【単位認定済申請科目】としてご申請くださ

い。 
 
３）申請書類について 
 2021年度までの様式1は書類が廃止となり、申請フォーム上で直接入力していただくこと

になりました。 
 
 様式1～6（旧様式2～7）は臨床発達心理士認定運営機構のWebサイトからデータをダウン

ロードしたものをお使いください。https://www.jocdp.jp/other/syllabus/ 
 

 様式１ 申請科目一覧表：Excelファイルのまま提出 

・ 申請される科目を一覧表にまとめて記入します。記入内容、方法は以下の記入

例を参考にしてください。 
・ 【新規申請科目】は、様式1-1を使用し、単位認定済科目の認定年度をかえて申

請する場合は、様式1-2を使用します。担当者、授業内容、授業計画（シラバス）

の記載に変更・修正がある場合は同一科目としてはみなしませんので、【新規

申請科目】として申請してください。 
・ 申請科目一覧表に記載された内容がそのまま認定されますので、くれぐれも間

違いのないように記入してください。提出前に、シラバスの科目名、担当者名

等と完全に内容と一致しているか、必ずご確認ください。特に科目名は、申請

者の成績証明書に記載の科目名と副題や記号（A, B, Ⅰ,Ⅱなど）も含め一致し

ていることが重要です。もしシラバス記載の科目名と異なる場合は、その旨を

説明する文書を提出してください。 
・ 指定科目の単位認定は、大学院での開講科目ごとに行われます。2つ以上の科

目を合算して、認定を受けることはできません。2つ以上の科目の合算に関す

る申請ガイドの説明は個人の申請の場合であり、今回のシラバス指定科目認定

申請には該当しませんので注意してください。 
・ 単位認定済科目を認定年度をかえて申請する場合（同一担当者・同一シラバ

ス）は、様式 2～6 を提出する必要はありません。代わりに【単位認定済科

目】のシラバスの PDF と、新たに申請する年度のシラバスの PDF を提出し

てください。 
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様式１－１ 新規申請科目一覧表記入例 

 科目 分野 開講年度 講義名 担当者名 授業単位数 申請単位数 

① 基礎  2024 ○○○ A 田 A子 4 4 

② 専門性  2026 ××× B 山 B男 4 4 

③ 認知 発達の基礎 2025 ◇◇◇ C 川 C 美 4 2 

④ 社会・情動 発達の基礎 2026 ◎◎◎ 
D 沢 D代 

E 本 E介 
2 2 

⑤ 
言語 発達の基礎 2023 △△△ F 木 F恵 2 2 

認知 発達の基礎 2025 △△△ F 木 F恵 2 2 

⑥ 認知 
発達の基礎／

支援 
2026 ▼▼▼ G 谷 G郎 2 1/1 

  

① 科目-基礎については、分野は記入なし。 

② 科目-専門性については、分野は記入なし。 

③ 科目-認知、社会・情動、言語については、発達の基礎／支援のどちらであるかを記入。 

④ 担当者名は担当する教員をすべて記入。 

⑤ 同じ内容の開講科目で年度が異なる科目（同一担当者・同一シラバス）を複数申請す

る場合（これまでに単位認定済みの科目となっていない場合）は、年度ごとにそれぞ

れ書類を整え申請してください。 

⑥ 1つの科目を複数の分野にまたがって申請する場合（▼▼▼という科目（2単位）を認

知の発達の基礎と支援に1単位ずつ分けて申請する場合）は、申請単位数を1/1と記入

してください。 
 

様式１-２ 単位認定済申請科目一覧表記入上の注意 

認定番号 科目 分野 開講年度 講義名 担当者名 授業単位数 申請単位数 

⑦ 言語 支援 ⑧ □□□ H 口 H之 2 2 

 

⑦ 「指定科目単位認定大学別一覧」にある認定番号を記入。 

⑧ 申請科目の開講年度を記入。単位認定済科目の認定年度ではありません。 

 

 

様式２～様式６ 科目内容基準とシラバス内容の対応表：WordをPDFにして提出 

・ 開講科目毎に作成してください。2 つ以上の科目を合算して、認定を受けるこ

とはできません。 
・ 申請単位は、授業科目の単位数を超えることはできません。 
・ 科目内容基準に記載された「項目」は、1 回の授業につき 1 項目のみ含めるこ

とができます。同一シラバス内で、1 回の授業において 2 項目以上を含めるこ

とはできません。 
・ 「シラバスの授業回と文言」欄には大学院のシラバスの授業回とその文言を記

入し、「内容」欄には授業で取り扱う内容に該当する用語を選び、チェック欄

にチェックを入れてください。 
・ シラバスの授業回の文言と「項目」が完全に一致している場合は、「シラバス

の授業回と文言」欄のみ記入し、「内容」欄にチェックを入れなくても構いま

せん。 
・ シラバスの文言が「文献講読」のみであるなど、審査者が授業内容をイメージ

できないシラバスは認定できない可能性が高いため、そのような科目は避けて

いただくか、1 回ごとに副題をつけるなどのご配慮をお願い致します。 
・ 科目内容基準（項目）が含まれる割合によって、申請できる単位数が決まりま

すので、項目の該当数および割合をよく確認してください。申請できる単位数

についての詳細は、「2024 年度版-臨床発達心理士認定申請ガイド」をご覧く

ださい。2024 年度版ガイドは機構 Web サイトからダウンロードできます。 
・ 旧制度による単位認定済み科目と同一担当者、同一シラバスの科目についても、
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あらためて現行制度による単位認定審査を受ける必要があるため、様式2～6を
提出してください。 

 
項目 シラバスの授業回と文言 内容 

（授業で取り扱うものにチェックを入れてください） 
１．生涯発達と臨床発達

心理学 
第２回 発達の諸理論 ☑ 発達心理学の歴史   □ 臨床発達心理学 

☑ 発達的視点      □ 発達障害のとらえ方 
☑ 個体と環境の相互作用 □ 発達の世代間関係 

２．発達のとらえ方 第１回 生涯発達と発達支援 ☑ 発達段階       □ 発達の連続・非連続 
□ 質的発達と量的発達  ☑ 発達の生物学的基礎 

 
 

申請科目のシラバス：PDFを提出 

・ 【新規申請科目】は、申請する科目の開講年度のシラバスを提出してください。 

・ 【単位認定済申請科目】は、単位認定済みの年度のシラバスと新たに申請する

年度のシラバスを提出してください。なお、単位認定済みの年度のシラバスに

は、認定番号を明記してください。 

・ シラバスには、開講年度、正確な講義名、科目担当者名、単位数が記載されて

いる必要があります。これら認定に必要な情報がシラバスに記載されていない

場合は、それらを証明する書類を別途添付してください。また、これらの情報

を確認しますので、URL 等をヘッダー等に記載するようにお願いします。 

・ 対応表（様式 2～6）のシラバスの文言に記載した箇所を、添付したシラバス

上に明示してください（マーカーで記す等）。 

 
４）電子データについて 
 申請書類のファイルは、1つのZIPファイルに圧縮してアップロードを行ってください。 
 様式1-1および1-2は、Excelファイルのまま、様式2～6およびシラバスはそれぞれPDFに

してご提出ください。 
 電子データは、様式・科目ごとにファイルを分けて作成してください。ファイル名の付

け方は、以下を参考にしてください。『 』は不要です。下線部は書き換えてください。 
 『様式 1-1(2026) 大学院名 研究科名』 
 『様式 1-2(2026) 大学院名 研究科名』 
 『様式 1-2(2025) 科目名のシラバス』 ※単位認定済み科目のシラバス 

 『様式 1-2(2026) 科目名のシラバス』 ※新たに認定を受ける年度の科目のシラバス 

 『様式 2「基礎」(2026) 科目名』   ※項目とシラバス内容の対応表 
 『様式 2「基礎」(2026) 科目名のシラバス』 
『様式 3「専門性」(2026) 科目名』 

 『様式 3「専門性」(2026) 科目名のシラバス』 
『様式 4「認知」(2026) 科目名』 

 『様式 4「認知」(2026) 科目名のシラバス』 
『様式 5「社会・情動」(2026) 科目名』 

 『様式 5「社会・情動」(2026) 科目名のシラバス』 
『様式 6「言語」(2026) 科目名』 

 『様式 6「言語」(2026) 科目名のシラバス』 
 
 
※2027 年度以降の指定科目の単位申請の変更点について 

2027 年度より指定科目の単位申請について、従来より行ってきた”自己申請”（申請者がシラバ

ス認定されていない大学院開講科目を申請すること）が廃止されます。指定科目の単位申請につ

いては、①大学院においてシラバス認定された科目の受講、②運営機構が開講する指定科目取得

講習会の受講のみとなります。 
貴大学院教職員の皆様にもご周知ください。 


